
読
書
は
「
心
の
栄
養
」

　川
島
隆
太

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
く
も
１
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご

冥
福
を
改
め
て
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
震
災
の
爪
痕
で

今
な
お
苦
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
全
て
の
方
々
が
前

を
向
い
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
取
り
戻

す
た
め
、
皆
様
と
一
緒
に
、
で
き
る
事
か
ら
全
力
で

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
発
災
後
、
沿
岸
部
の
避
難
所
を
訪
問
す
る
時
に

は
、
私
も
研
究
室
の
ス
タ
ッ
フ
も
、
私
の
部
屋
の
本
棚

に
並
ん
で
い
た
子
ど
も
向
け
の
本
を
携
え
て
行
く
よ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
に
よ
り
老
若
男
女
を
問
わ
ず
読
書
離
れ
・

活
字
離
れ
は
深
刻
で
あ
る
と
の
現
状
認
識
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
争
う
よ
う
に
本
を
手
に
し
て
、
読
み
ふ
け
っ
て

い
る
子
ど
も
達
を
見
て
、
活
字
は
水
や
食
べ
物
と
同
じ

く
ら
い
大
切
な
心
の
栄
養
な
ん
だ
と
の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。

　
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
の
為
に
も
ら
っ
て
い
い
で
す
か
と
、

女
性
が
幼
児
向
け
の
本
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
天
国

の
お
子
さ
ん
に
お
母

さ
ん
の
読
み
聞
か
せ

の
声
が
届
い
て
い
ま

す
よ
う
に
。

宮城県図書館だより

4 この『ことばのうみ』No.39は8,000部作成し、
1部あたりの印刷単価は13.5円です。
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　1月26日（木）～2月1日（水）まで宮城県図書館では特別整理期間としてお休みをいただき蔵書点検を行いました。 
　蔵書点検とは，図書館で所蔵している資料が本来あるべき場所にあるかどうかを確認し、行方不明になっているものが
ないかを点検する作業のことをいいます。書店でいう棚卸しのようなものです。行方のわからない資料については再度
購入するかどうかの判断をします。
　点検では、本やCD等に貼ってあるバーコードをハンディターミナルと呼ばれる専用の機器を使って一点一点読み込ん
でいき、そのデータで資料の状態を確認していきました。また、表紙が破れた本等の修理や、書架の清掃といった開館中
はなかなか出来ない作業も、この期間中に行いました。 
　今年度は開架書庫にある資料を中心に、全蔵書の3割にあたる約30万冊を対象として点検をしました。その結果、
不明資料、破損資料それぞれ約1,000冊であることがわかりました。 
　県民の皆様にはご不便・ご迷惑をおかけしましたが、今回の蔵書点検で皆様が必要とされる資料をより迅速かつ適確に提供出来るようになりましたので、さらに多く
の方のご来館・ご利用をお待ちしております。

宮城県図書館
編集・発行

ホームページ
http://www.library.pref.miyagi.jp/

TEL022-377-8441（代表）
FAX022-377-8484

〒981-3205
仙台市泉区紫山一丁目１番地１  
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本誌タイトル『ことばのうみ』は、本館第8代館長・大槻文彦編著に
よる日本最初の近代的国語辞典『言海（げんかい）』（1889～
1891年刊行）に由来する。

題字　作家・高田　宏 氏

蔵書点検を実施しました。《叡智の杜》レポート

図書館からのお知らせ I N F O R M A T I O N

No. 2012. 339

表紙エッセイ　　著者紹介

川島隆太
かわしま・りゅうた。東北大学教授。1959
年千葉県生まれ。仙台市在住。東北大学医
学部卒業後、同大学院修了。東北大学加齢
医学研究所助手、講師を経て、現在は同研

究所教授。人間の心の働きを画像化する
脳機能イメージング研究が専門。著書に
「さらば脳ブーム」（新潮新書）、「自分の脳
を自分で育てる」（くもん出版）など多数。

東日本大震災以後
落下防止テープを施した
3階閉架書庫の様子

東日本大震災以後
落下防止テープを施した
3階閉架書庫の様子

特 集特 集

TEL： 022-377-8483  FAX： 022-377-8494
E-メール： kyoudo@library.pref.miyagi.jp 
ホームページアドレス： http://www.library.pref.miyagi.jp/

今回はご寄贈いただいた資料のうちの何点かをご紹介します。

●「閖上復興だより」
　（閖上復興だより実行委員会作成・寄贈）
　この復興だよりは閖上住民の皆さんが、どう
すればより多くの人に情報が伝わるかと話し
合い、作成にいたった新聞です。閖上のお店
の情報やお友達の顔などが載っているので、
閖上の方々からは大変喜ばれているとのこと
です。今回の震災の様な災害時にこの様な
新聞 ・ 情報誌は大きな効果を発揮します。

●「震災直後の避難所（南三陸町立志津川中学校）の写真」
　（志津川中学校総括主幹兼事務長三浦秀一氏より寄贈）
　南三陸町は東日本大震災で壊滅状態と
なり、人口の半分以上である１万人以上の
町民が行方不明であると報道されるなど、
街全体がパニックに陥りました。
　写真は東日本大震災直後の避難所の様
子を撮影したものです。職員室の黒板には
中学校を含む近隣避難所の人数、その日の
行動等を記録してあります。
　この写真は災害時の避難所運営の様子が記録されている大変貴重な
資料です。
　この他にも避難してきた町民の様子、炊き出しの様子、街の風景など合わ
せて400以上の写真をご寄贈いただきました。
　なお、今回ご紹介した資料は当館展示室で開催中の特別展でも一部展示
しております。ご来館の際には是非ご覧になってください。また展示して
いる資料の他にも多くの方から震災に関する資料をご寄贈いただいて
おります。この場を借りて改めて御礼申し上げます。

　東日本大震災から一年という節目
にあたり、あらためて当館が国内外
から受けた支援について紹介すると
ともに、「東日本大震災文庫」として
全国から寄贈された資料を展示しま
す。避難所の申し送り帳や店舗再開の
お知らせなどの資料から、震災時の被
災地の状況や復旧の過程を辿ります。 
　また、震災以降当館が重点的に取り組んできた、市町村図書館・公民館
図書室への支援の様子についてもご紹介します。すべてが流失した南三陸
町図書館や、建物が危険判定を受けた名取市図書館の支援活動の様子を
まとめた、写真パネル等を展示します。
●期    間 ： 平成２４年２月１１日（土）から平成２４年７月２０日（金）まで
●時    間 ： 図書館開館日の午前９時３０分から午後５時まで
●場    所 ： 図書館２階　展示室
●お問い合わせ ： 企画協力班（１階） TEL： ０２２-３７７-８４４５

特別展「絆の証し－東日本大震災文庫展－」開催中です。

　宮城県図書館では「東日本大震災」の記録や関連資料の収集を引き続
き行っております。
●収集部数 ： 可能であれば3部の寄贈をお願いします。

（電子データは1部で結構です。）
●寄贈方法 ： ご持参いただくか、下記送付先にお送り下さい。郵送の場合、

送料はご負担いただきますようお願いいたします。なお、ご
寄贈の際は、「東日本大震災関係資料送付書」（本館ホーム
ページからダウンロード可）を記入し、資料と合わせて送付
願います。

●送 付 先  ： 〒981-3205
問合せ先　宮城県仙台市泉区紫山１-１-１ 宮城県図書館

みやぎ資料室

「東日本大震災」関連の記録や資料をご寄贈ください。

（
か
わ
し
ま
・
り
ゅ
う
た

東
北
大
学
教
授
）


